　　　　　　　
日本消費者教育学会『消費者教育実践リポート』投稿規程
1．日本消費者教育学会（以下「本学会」という。）は、本学会の会員が実施する消費者教育に関連する授業及び活動等の実践に関する報告（以下「実践報告」という。）を、毎年度、以下の要領で募集し、『消費者教育実践リポート』として本学会のホームページ上で公開する。
2．『消費者教育実践リポート』への投稿者は、原則として本学会の会員に限るものとする。また『消費者教育実践リポート』への投稿が連名である場合には、原則として連名者も会員であるものとする。この場合において、投稿者が学生会員であるときは、本学会の会員である指導教員との連名であることを要する。
3．『消費者教育実践リポート』への投稿は、次のいずれかに該当する実践報告とする。
1)本学会の各支部で発表した会員が、その発表内容に基づいてまとめたものであること。
2)本学会が特別に依頼した者が、その依頼の内容に沿ってまとめたものであること。
4．実践報告は、消費者教育の研究・実践に寄与しうるものであって、既に他の媒体で公表されたものは除く。ただし、研究発表や学校等での報告に関しては、これを可とする。
5．『消費者教育実践リポート』への投稿は、各支部での発表後2年以内であれば、これを認める。
6．投稿希望者は、毎年１月末迄に、info@jace-ac.orgに投稿申請を行う。
7. 投稿原稿の提出方法は、ワードデータ及びpdfデータを2月末迄に、各所属支部の支部長宛に提出する。
8．投稿原稿の確認及びその採否については、各所属支部及び常任理事会において行い、その結果を投稿者へ連絡する。
9.　投稿原稿は、概ね6月を目途に本学会のホームページ上で公開する。
10．『消費者教育実践リポート』への投稿料は、一篇につき5,000円とする。
11．『消費者教育実践リポート』へ掲載された実践報告の著作権は、日本消費者教育学会に帰属するものとする。ただし、著者は、自著への転載を本学会の許可なしに行うことができる。その場合には、転載先に出典を明記するものとする。
12．『消費者教育実践リポート』の執筆要領は、別にこれを定める。
日本消費者教育学会『消費者教育実践リポート』執筆要領


１．投稿原稿の提出は、学会ホームページに掲載されているワードのフォーマットを用い、完全原稿でなければならない。

２．原稿サイズは、A4判の1段組みとし、１投稿につき仕上がり4ページ以上10ページ以内とする。

３．本文は、10.5ポイントとし、タイトルのフォント及び文字の大きさは、フォーマットの指示通りとする。

４．本文中の見出しは、以下の通りとする。 
１）大見出しは、 １．２．３．・・・
２）中見出しは、（１）（２）（３）・・・
３）小見出しは、 １） ２） ３）・・・

5.　引用等の記載は、日本消費者教育学会『消費者教育』の執筆要領の書き方に準拠する。
6.　写真等を掲載する場合は、著作権に十分配慮したうえで使用するものとする。
